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校訓:「創造」「根気」「協力」
教育目標:「ゆたかにきずき あしたをになう ～豊かな人間性と確かな学力を育む学校教育の充実」

野中清水
仙北市立神代中学校 学校報
Ｎｏ．２３ 令和７年１２月２５日（金）

休み前集会冬
１０月１７日、後期始業式がありまし

た。気持ちを新たに、スタートする節目
として、とても大切な式だということを
お話しました。その日から、約２か月が
たちました。後期始業式に立てためあて
や目標に向かって、どのような歩みをす
ることができましたでしょうか。
先日の球技大会を拝見したとき、６０

名の一人一人が躍動的で、勝利のため、
チームのため、がんばっている姿を見ま
した。中学生らしい、とても良い姿だっ
たと思っています。
夏休み明け、熊の危険性が高まり、抱

返りクリーンアップ活動など、地域のた
めに大きな力となっている皆さんの活躍
の場が、縮小されてしまったことは、私
もとても残念に思っています。
そんな中、１１月に行われた「熟議」

が魁新報に取り上げられ、地域の方々に
も知れ渡りました。みなさんは、地域の
方々と様々なお話をしたときにどのよう
なことを感じましたでしょうか。
皆さんは、地域にとって、とても貴重

。 、な人材です そのために仕事を休んでも
皆さんを育てたいという方々が集まって
くれました。地域に、そうした方々がた
くさんいらっしゃることも神代の誇れる
ことの一つだと思います。
貢献活動そのものはできませんでした

が、熟議などで体験した地域を思う気持
ちをこれからも大切にしてほしいと思っ
ています。後期がスタートした時に、お
話したこととして、
１つ目は 「学級の友達や先生と、心を、

一つにして、最高の学級をつくってほし
い 」ということを話しました。。
２つ目は 「友達を大切にすること」を、

話しました。

困ったときに、相談に乗ってくれる、
助けてくれるのが友達です。かけがえの
ない友達、クラスメイトを、助けてあげ
たり、励ましてあげたりできましたでし
ょうか。これからも、そうした行動を大
切にしてほしいと思います。
後期の折り返しにあたり、自分のこれ

までの歩みを振り返ってほしいと思いま
す。そして、冬休み明け、このようなこ
とをがんばりたい、このように過ごした
い、このような自分で在りたいという願
いを大切にしてほしいと思います。
学校目標にもあるように「あしたをに

なう」皆さんが、自分自身を、さらに、
豊かに自分自身をきずいていってほしい
と思っています。
いよいよ、明日から１９日間の冬休み

です。交通事故、雪、火の事故には遭わ
ないように、安全で、有意義な冬休みに
してほしいと思います。
そして、３年生は自分の進路の実現に

向けて、悔いの残らない取組（学習）を
進めていってほしいと思います。
１・２年生も、自分で立てた計画に沿

った学習・生活に心がけ、充実させてほ
しいと思います。
皆さんにとって、有意義な冬休みを終

え、令和８年１月１４日、全員が元気に
登校してくれることを願って、あいさつ
といたします。

今後の 定予

１月 ８日（木）仙北市サミット
９日（金）全県中学校スキー大会

（ ）～１１日 日
１４日（水）冬休み明け集会
１５日（木）冬休み明けテスト


